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● お問い合わせ ●
上板町役場　総務課　　☎０８８－６９４－３１１１

祝　ダイヤモンド婚

総務大臣表彰受賞 清　水　容　治　氏

　令和６年９月４日に総務大臣表彰を受賞されました。
　氏は平成23年４月から永きにわたり総務省の行政相談委員として行
政相談活動に多大な功績があったことにより、今回の栄えある受賞と
なりました。
　氏の受賞を称えるとともに、今後益々のご健勝とご活躍をお祈りい
たします。

● お問い合わせ ●
上板町役場　健康推進課

☎０８８－６９４－６８１０

橋　本　忠　義　様
橋　本　ツチヱ　様

本　淨　久　夫　様
本　淨　初　子　様

野　田　房　男　様
野　田　敬　子　様

井　内　敏　雄　様
井　内　美智子　様

新　居　正　彬　様
新　居　幸　子　様

本年度13組のご夫婦の
ダイヤモンド婚をお祝いしました。

おめでとうございます。

佐　　　勝　義　様
佐　　　嘉　子　様

　　田　繁　照　様
　　田　博　子　様

第44回上板町親睦ゲートボール大会
　第44回上板町親睦ゲートボール大会が９月18日（水）わ
かばパークドームにて開催されました。町内４チームが参
加し、熱戦が繰り広げられました。
　成績は以下のとおりです。（敬称略）

● お問い合わせ ●　　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

今　柴　　　稔
福　原　ハナ子
豊　村　房　子
杉　浦　貞　雄
　　　　　チーム

坂　東　弘　之
切　原　正　利
山　川　満　子
澤　田　智　惠
安　藝　文　子
　　　　　チーム

新　見　　　明
柏　木　久美子
坂　東　須美子
宮　本　照　子
　　　　　チーム

優　勝 準優勝 第３位

● お問い合わせ ●　　上板町役場　産業課　　☎０８８－６９４－６８０６

　令和６年10月15日（火）に上板町消費者協会主催で振り込め詐欺防止
キャンペーンが行われました。上板町消費者見守りネットワーク推進
協議会及び徳島板野警察署の協力のもと、「阿波銀行上板支店」「上板
郵便局」前で特殊詐欺の被害防止を呼びかけ、協会で作成したチラシ
を配付しました。

振り込め詐欺防止
キャンペーン

　令和６年９月20日（金）道の駅いたのにて交通安全協会板野支部が藍
住町、板野町、上板町の３町合同で実施する交通安全合同キャンペー
ンに参加しました。
　通行するドライバーの方に啓発グッズを配布し、交通安全の呼びか
けを行いました。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　　☎０８８－６９４－６８２４

秋の交通安全合同
キャンペーン
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2024年度　第２回上板町人権セミナーを開催します2024年度　第２回上板町人権セミナーを開催します

● お問い合わせ ●　　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

主催：上板町人権教育推進協議会・上板町教育委員会

部落差別のない社会を実現する
講師：徳島県人権教育指導員　徳山　富子 さん

日時　2024年11月6日（水）　午後２時～（受付：1時30分～）
会場　上板町中央公民館　大会議室

●講師プロフィール

参加を希望される方はフォームまたはURIから
お申し込みいただくか、上板町教育委員会まで
ご連絡ください。（参加費無料）
https://forms.gle/t5EuzDLshGqTmcZb9

人権についてみんなで学び・考える場として、上板町人権セミナーを開催します。
どなたでもご参加いただけますので、お気軽にお申し込みください。

令和６年秋季全国火災予防運動

・1975年　中学校教員として教職をス
タートする。
・徳島県教育委員会事務局勤務等を経て、
2013年鴨島東中学校長を定年退職。
・退職後、徳島県人権啓発推進員・徳島
県立国府支援学校非常勤講師として勤
務。
・退職後、現在
　「吉野川市人権教育推進協議会　理事長」
　「徳島県人権教育研究協議会　　副会長」
　「徳島県ハンセン病支援協会　会長」

● お問い合わせ ●
板野西部消防署　☎０８８－６７２－０１９８
ホームページ：https://www.itanoseibu-119.org

種別 火災 救急

※上段＝月計、
　（　）＝累計

前年同月
出動件数（件）

0
（5）

133
（1065）

令和６年９月
出動件数（件）

0
（1）

105
（977）

『守りたい　未来があるから　火の用心』
2024年全国統一防火標語

　ご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活
設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、パソコンやス
マートフォンからいつでもご自身の年金記録を確認でき
るほか、ご自身の年金記録からさまざまな条件を設定し
た上で、年金見込額の試算をすることもできます。

「年金の日」・「ねんきんネット」11月30日（いいみらい）は「年金の日」です!!

● お問い合わせ ●　　日本年金機構　徳島北年金事務所　　☎０８８－６５５－０２００

詳しくは、日本年金機構ホームページをご覧下さい。

●日本年金機構ホームページ
　（ねんきんネット）
　https://www.nenkin.go.jp/n_net/

　令和６年11月９日から15日までの７日間にわたり、全国火災
予防運動を実施します。
　空気が乾燥し、火災が発生しやすくなっております。
　火の元にはご注意ください。

令和７年度　さくら保育所入所申し込み受付令和７年度　さくら保育所入所申し込み受付

11月のこども食堂開催のお知らせ11月のこども食堂開催のお知らせ

ふぁみさぽよっといDay！！ in 上板ふぁみさぽよっといDay！！ in 上板
ピラティス体験会ピラティス体験会

クリスマス交流会クリスマス交流会
　からだを伸ばし、インナーマッスルを刺激して、美
しい姿勢を意識してみませんか。
■日　時　11月20日(水)　10：30～１１：１５
■場　所　上板町役場　2階　和室
■講　師　ピラティスインストラクター　山中梨沙さん
■定　員　10名　（大人対象）
■参加費　無料
■持ち物　バスタオル、水分補給のお茶など
■申し込み期間　受付中～ 11月13日(水)
■申し込み方法　電話受付　平日９時～ 17時
　　　　　　　　☎088－693－3033
　　　　　　　　※留守電での申し込みはできません
　ファミサポのことを知ってもらうために、楽しい企画
と共に、板野郡内の５町を回っています。会員募集中！

★マジックショー
★クリスマスコンサート
★ファミサポサンタさんからのプレゼント
■日　時　12月21日(土)10：00～ 12：00
■場　所　藍住町勤労女性センター　１階　和室
■定　員　先着１００名　
　　　　　※0歳から12歳のお子さん対象
　　　　　　親子で参加してください
　　　　　※初めての方に優先枠あり 　
■申し込み受付　11月18日(月) ～ 12月９日(月)
■申し込み方法　電話受付　平日９時～ 17時
　　　　　　　　☎088－693－3033
　　　　　　　　※留守電での申し込みはできません
■参加費　無料
※会員募集中　子育て支援に関心のある方！

板野東部ファミリー・サポート・センター 板野東部ファミリー・サポート・センター

　11月10日（日）10時～ 14時に上板なかよしこども食堂を開催します。
　今回の開催場所は、西分老人集会所センターです。
　（住所：板野郡上板町西分字西ツメノ24番地）
　こども食堂は、地域のこどもから高齢者まで、だれもが仲良く楽しく集い、安心
して暮らせる町づくりを目的として活動しています。
　食事の他に色々な遊びやゲームも用意しています。
　こどもから大人までどなたでも参加できます。どうぞお越しください。
　参加をご希望の方は、右記の技の館まで電話で事前申込をお願い致します。

● お問い合わせ ●　　上板町立さくら保育所　　☎０８８－６９４－８１８０

● お問い合わせ ●
板野東部ファミリー・サポート・センター

● お問い合わせ ●
板野東部ファミリー・サポート・センター

　令和7年度に、さくら保育所へ入所を希望される
乳幼児の保護者の方は、入所申込書を受付期間中に
さくら保育所へ提出してください。
　入所申込書は、さくら保育所または、役場民生児
童課にあります。（令和６年11月13日から配布開始）
　また、年度途中での入所を希望される方も、この
期間中に申し込みをしてください。定員に余裕があ
る場合に限り入所できます。（※受付期間終了後の
申し込みは、受付できません。）

入所対象児　満６か月～３歳児まで
　　　　　　（令和３年４月２日以降に生まれた乳幼児）

受付期間　令和６年11月18日～令和６年11月29日
　　　　　（土・日・祝日は除く）
受付時間　午前８時30分～午後５時
受付場所　上板町立さくら保育所

保育を希望する場合は、保育を必要とする事由に該当することが必要です。
①就労（フルタイム・パートタイム・夜間・居宅内
　労働など、基本的に全ての労働を含む。）
②妊娠・出産
③保護者の疾病・障がい
④同居または、長期入院している親族の介護・看護
⑤災害復旧

⑥求職活動（３か月以内）
⑦就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
⑧虐待やDVのおそれがあること
⑨育児休業（継続利用が必要である場合）
⑩その他①～⑨に類する状態として町長が認める場合

● こども食堂申込電話 ●
☎０８８－６３７－６５５５

こども　無料　　大人　300円
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　　　　　（土・日・祝日は除く）
受付時間　午前８時30分～午後５時
受付場所　上板町立さくら保育所

保育を希望する場合は、保育を必要とする事由に該当することが必要です。
①就労（フルタイム・パートタイム・夜間・居宅内
　労働など、基本的に全ての労働を含む。）
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● こども食堂申込電話 ●
☎０８８－６３７－６５５５

こども　無料　　大人　300円
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上板の古道観音道ウォーク開催のお知らせ

①服装は山歩きに適したものを着用ください。
　※赤・オレンジ・黄色などの派手な色を推奨
②コースから外れないようにしてください。
③歩行中の喫煙は厳禁です。火気に十分注意してください。
④環境美化に留意し、ゴミは必ず持ち帰りましょう。
⑤健康管理に十分注意し、体調が優れない場合は参加を取りやめてください。
　※傷害保険には加入していますが、傷害保険の範囲内及び応急処置以外の責任は負えません。
　　あらかじめご承知おきください。
⑥昼食・行動食・飲料などは各自ご持参ください。
⑦自動車は「技の館」駐車場をご利用ください。
⑧小学生以下のお子様は必ず保護者の方同伴で、道中も必ず一緒に行動してください。

● お問い合わせ・お申し込み ●　　上板町立歴史民俗資料館　　☎０８８－６９４－５６８８

ご参加希望の方は下記の申込先へご連絡ください。

小雨決行・雨天中止令和６年11月17日（日）

（出発）資料館―和泉寺― 33・32番―若宮橋―
善光寺― 30番～20番―子育て地蔵―
19番～1番（観音）―大山寺（昼食）―遍路道―
大山町（徳島自動車道側道）―前谷橋―泉谷―
資料館（解散）

注 意 事 項

上板町立歴史民俗資料館
受　　付　午前８時～８時30分
スタート　午前９時

集 合 場 所

300円（保険・資料代等）当日集金
ただし、中学生までは無料

参　加　料

上記コースを歩くことができる健康な方
※山歩きは中級程度

参加対象者

コース 山道10㎞程度　約６時間（予定）

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

　町民の皆さんの健康の保持増進と国民健康保険
事業の円滑な運営を図るため、「歩いてポイ活！か
みいたGOGO！ウォーキング」を開催します！
　当日は、色づく紅葉を楽しみながら約３キロと
５キロのコースをウォーキング。
　ウォーキング後は、町内企業の商品が当たる「お
楽しみ抽選会」や、技の館内のWAZA　CAFFEで
イベント限定の軽食をご用意しています♪
　また、徳島健康ポイントプロジェクト「テクとく」
のアプリをダウンロードされている方に通常１日
８０ｐｔのところ、２００ｐｔ贈呈。
　この機会に「楽しく」「お得に」ウォーキングを
楽しもう！

初級コースと中級コースの２コースから選べます！！
歩いてポイ活！かみいたGOGO！ウォーキングを開催！

■日　　時　令和６年11月30日（土）
　　　　　　受　　付：午前８時40分～
　　　　　　開始時間：午前９時（スタート）
　　　　　　終了時間：午前12時頃（予定）昼食後、自由解散
■定　　員　５０名
■集合場所　技の館　正面玄関前駐車場
　　　　　　（上板町泉谷字原東32－4）
■参加対象　どなたでも参加できます。【参加無料】
　　　　　　※小学生以下の参加の場合は、保護者の
　　　　　　　同伴が必要です。
■申込方法　お電話にてお申し込みください。
　　　　　　【申込締切　令和６年11月25日（月）】
■申 込 先　上板町役場　健康推進課　☎088－694－6810
■持 ち 物　飲み物・タオル・雨具など

ウォーキングコース
初級コース　技の館周辺　約３キロ
中級コース　技の館（スタート）→安楽寺→技の館（ゴール）
　　　　　　約５キロ

小雨決行

学校支援ボランティア募集中！

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

　あなたの今の身体の状態をチェックし、病気の発症や重
症化を予防すること、また早めの治療につなげることも目
的に実施しています。日ごろの生活習慣が大きく関与して
いる生活習慣病は、自覚症状がないまま進行していきます。
　特定健診で自分自身の健康状態を知りましょう。対象者
は、40～74歳の上板町国民健康保険加入者、および被用者
保険の被扶養者です。
＊料金1,000円（上板町国民健康保険加入者）

　上板町国民健康保険加入者の特定健康診査対象者の方に
は、町の委託先業者から通知による受診案内状が届きます。
＊既に受診済の方にも通知が届く場合があります。
　今年の受診券の有効期限は

　期限内に受けるようにしましょう。年に１度は身体の定
期健診をしましょう！

特定健康診査 とは？

　上板町国民健康保険における特定健診受診率は、徳島県
平均39.3％を下回っています。

特定健康診査って どれくらい の人が受けているの？

★通院中の方も特定健診の対象者です!!重要

●特定保健指導・栄養指導
　健康診査の結果に基づいて、上板町の保健師や管理栄養
士から健康管理に関する支援が受けられます。あなたに合っ
た生活改善方法を一緒に考えていきましょう。
●健康寿命の延伸
　自覚症状のない生活習慣病の予防・早期発見ができます。
また、重症化を防ぐことができます。
　医療機関に定期的に通院中の方でも受けることができま
す。1回分の血液検査を特定健診の受診券を出して受けるよ
うにしましょう。
●医療費や国保保険料の増加の抑制
　大切な健康を守るだけでなく、病気を早期に発見・重症
化を予防することで、医療費や保険料の増加を抑制するこ
とにもつながります。

特定健診を受ける メリット は？？

上板町の特定健診受診率は　令和５年度　32.5％　（24市町村中23位）

令和６年10月から
特定健診の受診勧奨を実施しています。
令和６年10月から
特定健診の受診勧奨を実施しています。

地域で育てる・共に育てる地域で育てる・共に育てる

受診券を紛失された方は、再発行できますので、下記までお問い合わせください。

※詳しくは、かかりつけ医にご相談ください。

令和７年１月31日（金）です！

お申し込み・お問い合わせは各学校までご連絡ください。

神 宅 小 学 校
☎088－694－2041

● 環境整備（草刈り、木の剪定、花壇や植え込みの手入れ）
● 日本語教育サポート（外国籍児童、海外帰国児童等の指導補助）
● 学びサポート（授業や放課後学習クラブでの学習支援）

募集内容

地域の子どもたちの学校生活や教育がより良く豊かになるように
学校の活動にご協力いただける方を募集しています。

● 環境整備（草刈り、木の伐採、花壇や植え込みの手入れなど）
● 図書館整備（図書室の整備や貸し出しなど）
● 登校時の見守り（登校時の通学路の安全指導）

東 光 小 学 校
☎088－694－2068

募集内容

● 環境整備（草刈り、木の伐採、花壇等の植え込みの手入れなど）
● 図書館整備（図書室の整備や本の管理、貸し出しなど）
● 登下校の見守り　　　● 地域学習の受け入れ

松 島 小 学 校
☎088－694－2004

募集内容

● 環境整備（草刈り、木の伐採、花壇や植え込みの手入れなど）
● 図書館整備（図書室の整備や貸し出しなど）
● 登下校の見守り（登下校時の通学路の安全見守り）

高 志 小 学 校
☎088－694－2815

募集内容

● 環境整備（草刈り、木の剪定・伐採、植え込みの手入れなど）
● 図書館整備（図書室の整備や貸し出しなど）
● 登下校に見守り（主に登校時の通学路の安全指導）

上 板 中 学 校
☎088－694－2035

募集内容
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上板の古道観音道ウォーク開催のお知らせ

①服装は山歩きに適したものを着用ください。
　※赤・オレンジ・黄色などの派手な色を推奨
②コースから外れないようにしてください。
③歩行中の喫煙は厳禁です。火気に十分注意してください。
④環境美化に留意し、ゴミは必ず持ち帰りましょう。
⑤健康管理に十分注意し、体調が優れない場合は参加を取りやめてください。
　※傷害保険には加入していますが、傷害保険の範囲内及び応急処置以外の責任は負えません。
　　あらかじめご承知おきください。
⑥昼食・行動食・飲料などは各自ご持参ください。
⑦自動車は「技の館」駐車場をご利用ください。
⑧小学生以下のお子様は必ず保護者の方同伴で、道中も必ず一緒に行動してください。

● お問い合わせ・お申し込み ●　　上板町立歴史民俗資料館　　☎０８８－６９４－５６８８

ご参加希望の方は下記の申込先へご連絡ください。

小雨決行・雨天中止令和６年11月17日（日）

（出発）資料館―和泉寺― 33・32番―若宮橋―
善光寺― 30番～20番―子育て地蔵―
19番～1番（観音）―大山寺（昼食）―遍路道―
大山町（徳島自動車道側道）―前谷橋―泉谷―
資料館（解散）

注 意 事 項

上板町立歴史民俗資料館
受　　付　午前８時～８時30分
スタート　午前９時

集 合 場 所

300円（保険・資料代等）当日集金
ただし、中学生までは無料

参　加　料

上記コースを歩くことができる健康な方
※山歩きは中級程度

参加対象者

コース 山道10㎞程度　約６時間（予定）

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

　町民の皆さんの健康の保持増進と国民健康保険
事業の円滑な運営を図るため、「歩いてポイ活！か
みいたGOGO！ウォーキング」を開催します！
　当日は、色づく紅葉を楽しみながら約３キロと
５キロのコースをウォーキング。
　ウォーキング後は、町内企業の商品が当たる「お
楽しみ抽選会」や、技の館内のWAZA　CAFFEで
イベント限定の軽食をご用意しています♪
　また、徳島健康ポイントプロジェクト「テクとく」
のアプリをダウンロードされている方に通常１日
８０ｐｔのところ、２００ｐｔ贈呈。
　この機会に「楽しく」「お得に」ウォーキングを
楽しもう！

初級コースと中級コースの２コースから選べます！！
歩いてポイ活！かみいたGOGO！ウォーキングを開催！

■日　　時　令和６年11月30日（土）
　　　　　　受　　付：午前８時40分～
　　　　　　開始時間：午前９時（スタート）
　　　　　　終了時間：午前12時頃（予定）昼食後、自由解散
■定　　員　５０名
■集合場所　技の館　正面玄関前駐車場
　　　　　　（上板町泉谷字原東32－4）
■参加対象　どなたでも参加できます。【参加無料】
　　　　　　※小学生以下の参加の場合は、保護者の
　　　　　　　同伴が必要です。
■申込方法　お電話にてお申し込みください。
　　　　　　【申込締切　令和６年11月25日（月）】
■申 込 先　上板町役場　健康推進課　☎088－694－6810
■持 ち 物　飲み物・タオル・雨具など

ウォーキングコース
初級コース　技の館周辺　約３キロ
中級コース　技の館（スタート）→安楽寺→技の館（ゴール）
　　　　　　約５キロ

小雨決行
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● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

１　高齢者のインフルエンザ予防接種と
　　高齢者の新型コロナウイルス感染症予防接種について
①　高齢者のインフルエンザ予防接種

接種期間 令和６年10月１日～令和７年１月15日（医院の診療時間）

対 象 者

①接種日に65歳以上の方
②60歳以上～ 65歳未満（心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程

度の障害を有する方、及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害を有する方。）

＊身体障害者手帳1級程度。

接種回数 １回

自己負担 1,600円　＊生活保護世帯に属する方は無料

②　高齢者の新型コロナウイルス感染症予防接種
接種期間 令和６年10月１日～令和７年３月31日（医院の診療時間）

対 象 者

①接種日に65歳以上の方
②60歳以上～ 65歳未満（心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程

度の障害を有する方、及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害を有する方。）

＊身体障害者手帳1級程度

接種回数 １回

自己負担 4,000円　＊生活保護世帯に属する方は無料

そ の 他 接種券等の送付はありません。これまでに配布した接種券は使用できません。

③　予防接種を受けるには　
接種医療機関 申込み方法 予診票・接種済証

町　　内

井関クリニック　　☎０８８−６３７−６０６６
ともなり消化器・肝臓内科クリニック
　　　　　　　　　☎０８８−６９４−５５１５
野田医院　　　　　☎０８８−６９４−２００９

直接左記医院に
申込み 左記医院に設置

町　　外 町外の医療機関で接種を希望される場合は保健相談センターにご連絡下さい。
☎０８８−６９４−３３４４

手渡し
または郵送

持 参 物 ・健康保険証または後期高齢者医療被保険者証（住所と年齢確認のため）
・予診票・接種済証（町外で接種する場合）

注意事項

・予防接種の対象者は上板町に住民票のある方。
・自分で接種の意思確認ができて予診票に自分で署名できる方。
　（自署できない方は、代筆者が署名し、代筆者の氏名、被接種者との続柄を記載すること。）
・上記対象者以外の方は任意接種として接種を受けることができます。
　（接種費用については医療機関にお問い合わせ下さい。）

令和6年4月から下記対象者は
定期予防接種対象となりました。

予防は手洗い・うがい・咳エチケット

保健師からのお知らせです
INFORMATION
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● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

項目 対象者 健（検）診内容 自己負担金 定員

胃 が ん 検 診

40歳以上

バリウム検査 1,000円 36名

大 腸 が ん 検 診 便潜血検査２日法 500円

肺 が ん 検 診 胸部Ｘ線撮影 無料

特定健康診査※ 40歳以上
（受診券が必要） 身体測定、血液検査、尿検査、医師の診察 1,000円

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性
（２年に１回） マンモグラフィー撮影 1,500円 30名

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性 前腕部（手首）のX線検査により骨密度を
計測します。 500円 36名

頸部超音波検査 20歳以上 超音波検査で頸部（頸動脈、甲状腺）をみ
ます。 3,300円 24名

※昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方は、特定健診と同時に風しん抗体検査を受けることがで
きます。（クーポン券が必要です。）

実施日 受付時間
（時間予約制）

健（検）診項目
申込み期間

胃 大腸 肺 特定 乳 骨 頸部

11月27日（水） 13：30～15：30 ● ●
受付中

12月５日（木） 8：30～11：30 ● ● ● ● ●

１月21日（火） 9：00～10：30 ● ● 12/10より
受付開始

《受付場所》上板町保健相談センター　１階
《申 込 み》保健相談センター・保健師まで（☎088−694−3344）にてお申し込み下さい。
　　　　　　＊申し込まれた方には問診票、大腸容器等を送付します。

健（検）診日程

２　各種集団健（検）診について

●印が受診できる健（検）診です。

検診名 対象者 自己負担金 検診期間

子宮頸がん検診 20歳以上の女性（２年に１回） 1,200円
令和７年３月31日まで
（医院の診療時間内）乳 が ん 検 診 40歳以上の女性（２年に１回） 1,500円

胃 内 視 鏡 検 診 50歳以上の方（２年に１回） 4,100円

《検診場所》県内広域医療機関
《申 込 み》保健相談センター・保健師まで（☎088−694−3344）にてお問い合わせください。
　　　　　　＊申し込まれた方には問診票を送付いたします。

※胃内視鏡検診について
　この胃がん検診で実施する内視鏡検査では、鎮静剤を使用できません。また、同一年度に胃部エックス線検査と併

用はできません。

３　個別検診について
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● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

＊20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳（下記の生年月日）の方には、９月下旬に「歯周病検診受診券」を送
付しています。検診期間は令和6年12月14日まで（医院の診療時間内）です。

　この機会に歯周病検診を受診しましょう。

４　いい歯の日について

５　歯周病検診実施について

年齢 生年月日

20歳 平成16年４月２日～平成17年４月１日生

30歳 平成　６　年４月２日～平成　７　年４月１日生

40歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生

50歳 昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生

60歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生

70歳 昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生

１１⽉８⽇は、いい⻭の⽇

徳島県⼝腔保健⽀援センター
（徳島県健康寿命推進課内）

TEL ０８８−６２１−２２２０

⻭みがきなどの⽇頃のケアや定期健診
あなたの⾏動次第でいい笑顔が続きます

災害時にこそ
欠かせないのが
「口腔ケア」です

歯ブラシがない場合は、
食後に水やお茶で
しっかりうがいを
しましょう

災害時の避難生活の際には、
口腔内の清掃不良等により、

むし歯や歯周病の口腔内の問題や
誤嚥性肺炎等の健康被害が
おこりやすくなります。

だ液には口内の汚れを洗い
流す働きがあります。
頬のマッサージや
舌のストレッチ、
ガムを噛むことなどで
だ液の分泌を促しましょう

歯ブラシがないときの口腔ケア 水が少ないときの歯みがき

【災害時の口腔ケア】

防災用品の中には、
歯みがきセットや洗口液などの
口腔ケア用品もご準備ください。

2024（令和 6）年11月 1 日　●　10



11月　保健行事予定表

担当時間以外
の深夜の救急

き た じ ま 田 岡 病 院　698−1234　全日対応ですが、要確認
稲　　次　　病　　院　692−5757　水曜日、土曜日は受診前に要確認
とくしま医療センター東病院　672−1171　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

令和６年11・12月分
〈11/1～12/10 まで〉

市外局番は
（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医 ■ 担当時間 ■

平日18：00～22：00
休日　9：00～22：00

こども
用

とくしまの小児救急医療体制 各医療機関
所在地

※受診される場合は、事前に確認し健康保険証・医療費助成の
受給者証をお持ちのうえご利用ください。

本ページの医療体制は変更されることがあります。
最新の情報は左記ＱＲコードからご確認ください。
https://anshin.pref.tokushima.jp/med/docs/
2012081600367/

11
月

1 ㈮ 杉 み ね 整 形 ク リ ニ ッ ク 693−1021
2 ㈯ 浜 病 院 692−2317
3 ㈰ 小 松 泌 尿 器 科 692−1277
4 ㈪ 藍 住 川 島 ク リ ニ ッ ク 692−0110
5 ㈫ 川 原 眼 科 694−8388
6 ㈬ たかた整形外科・せぼねクリニック 698−8689
7 ㈭ 芳 川 病 院 699−5355
8 ㈮ 井 上 医 院 699−8070
9 ㈯ 清 水 内 科 692−8900

10 ㈰ こ う の INR ク リ ニ ッ ク 693−1103
11 ㈪ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699−3777
12 ㈫ 健生きたじまクリニック 698−9629
13 ㈬ か ま だ 眼 科 678−8585
14 ㈭ 浦 田 病 院 699−2921
15 ㈮ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698−8655
16 ㈯ あ い ず み 皮 ふ 科 692−9211
17 ㈰ 新 野 医 院 672−0571
18 ㈪ 吉 野 川 病 院 698−6111
19 ㈫ 新 居 内 科 698−8808
20 ㈬ 田 根 内 科 698−0123

11
月

21 ㈭ い の も と 眼 科 内 科 698−8887
22 ㈮ 奥 村 医 院 692−2403
23 ㈯ 安 芸 内 科 692−6111
24 ㈰ あ い ず み 松 本 眼 科 677−5568
25 ㈪ 北 島 こ ど も ク リ ニ ッ ク 697−2221
26 ㈫ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697−2323
27 ㈬ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697−3213
28 ㈭ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699−2787
29 ㈮ こ ま つ ば ら 整 形 外 科 698−5108
30 ㈯ 山 田 眼 科 藍 住 692−8118

12
月

1 ㈰ 井 上 病 院 672−1185
2 ㈪ ルナウイメンズクリニック 697−2322
3 ㈫ く ぼ 小 児 科 ク リ ニ ッ ク 678−7141
4 ㈬ き た じ ま 皮 フ 科 678−7010
5 ㈭ 香 川 内 科 692−9770
6 ㈮ 森 本 医 院 641−4141
7 ㈯ 矢 野 医 院 692−4411
8 ㈰ 三 愛 内 科 672−0176
9 ㈪ 中 川 整 形 外 科 641−2288

10 ㈫ 稲 次 病 院 692−5757

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

Ⅰ　健康相談・健康教育
月日 時　間 場　所 内　容 担　当

11/5 13：30～
15：00

保健相談
センター 個別健康相談 保健師・管理栄養

士

12/3 13：30～
15：00

保健相談
センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・管理栄養
士・理学療法士

月日 時　間 受付場所 内　容 該当者

11/27 13：30～
15：30

保健相談
センター

乳がん検診
（マンモグラフィ撮影）
金額：1,500円

骨粗しょう症検診
金額：500円

40歳以上の女性の
住民の方
募集人数
乳がん検診：30名
骨粗しょう症検診：36名

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/13
※個別通知
　にて案内
　します。

保健相談
センター

問診、内科・歯
科診察、身体測
定、尿検査、発
達・育児・歯科・
栄養相談

令和3年3月1日～
令和3年5月31日生

１．３歳児健康診査

Ⅱ　集団がん検診

Ⅲ　乳児健康診査

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/8 9：50～
10：00

保健相談
センター

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・
予防接種につい
て

令和6年5月25日～
令和6年8月23日生

２．のびのび子育て教室
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ど
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
方
々
が
自
分
の

育
っ
た
町
で
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
社
会
人

口
の
増
加
に
繋
が
る
施
策
が
課
題
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
課
題
を
推
進
す
る
た
め
、
上
位
計
画

「
上
板
町
総
合
計
画
」と「
上
板
町
総
合
戦
略
」

の
実
施
時
期
を
同
じ
と
し
一
層
の
人
口
減
少

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
２

町
有
財
産
等
の
有
効
活
用
に
よ
る
若
い
世
代

の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

①
町
有
財
産
の
遊
休
地
の
中
で
10
ア
ー
ル
以

上
の
面
積
と
箇
所
数
に
つ
い
て

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　

現
在
使
用
し
て
い
な
い
町
有
地
（
空
地
）

は
、
旧
南
保
育
所
跡
地
一
か
所
で
、
面
積
に

つ
い
て
は　
３
、１
０
８
㎡
で
あ
る
。

②
当
遊
休
地
は
売
却
を
含
め
、
新
た
な
る
活

用
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
跡
地
は
、
進
入
路
が
狭
い
状
態
で
、
今
後

有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
進
入
路
の
確

保
が
必
要
で
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
周

辺
調
査
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
旧
南
保
育
所
跡
地
は
、
閉
所
さ
れ
何
年
経

過
し
て
い
る
の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
平
成
13
年
３
月
31
日
に
閉
所
さ
れ
22
年
間

経
過
し
て
い
る
。

④
こ
の
旧
南
保
育
所
跡
地
を
活
用
し
、
若
い

人
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
の
魅
力
あ
る
住

環
境
の
整
備
と
、
新
工
法
に
よ
る
モ
デ
ル

と
な
る
住
宅
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
若
い
世
代
の
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

〈
７
月
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
日　
第
２
回
臨
時
会

９
日　
東
光
小
学
校
３
年
生
議
事
堂
見
学

10
日　
環
状
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

12
日　
徳
島
市
正
副
議
長
就
任
挨
拶
来
庁

29
日　
総
務
常
任
委
員
会
学
校
訪
問

30
日　
第
79
回
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

〈
８
月
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
日　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定

例
会

６
日　
第
３
回
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
県
知
事（
副
知
事
）と
の
意
見
交
換
会

７
日　
暴
力
排
除
板
野
連
合
会
総
会

８
日　
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

19
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
協
議
会

21
日　
上
板
町
人
権
セ
ミ
ナ
ー

22
日　
国
保
運
営
委
員
会

28
日　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

29
日　
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
上
板
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

〈
９
月
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
～
第
３
回
定
例
会
開
催
日
程
等
協
議
～

　
　
　
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
～
第
３
回
定
例
会
提
出
議
案
説
明
～

10
日　
第
３
回
定
例
会
開
会（
10
日
～
12
日
）

質
問
１

上
板
町
総
合
戦
略
に
つ
い
て

①
上
板
町
総
合
戦
略
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
創
生
」
の
10
年
間
の
主
な
成
果
に
つ

い
て

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
成
果
は
、
少
子
化
対
策
事
業
は
、
子
育
て

に
必
要
な
誕
生
記
念
品
、
出
産
祝
金
・
医
療

助
成
、
保
育
所
利
用
者
の
負
担
軽
減
、
学
童

保
育
利
用
軽
減
等
々
。
移
住
定
住
事
業
は
、

固
定
資
産
税
相
当
額
の
助
成
、
定
住
促
進
住

宅
取
得
応
援
助
成
金
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

物
件
の
改
修
の
一
部
助
成
等
を
実
施
し
、
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

　
他
に
も
各
種
事
業
を
実
施
し
、
町
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

②
少
子
化
・
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
中
、
今

後
の
主
要
課
題
に
つ
い
て

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
今
後
は
、
子
育
て
の
負
担
を
軽
減
す
る
な

議
会
だ
よ
り
上
板
町
議
会

「
一
般
質
問
」

令
和
６
年
７
月
～
９
月

「
議
会
の
う
ご
き
」

安
田
孝
子 

議
員

学校訪問

学校訪問（上板中学校体育館空調設備視察）

　
　
　
▼
町
長
挨
拶
及
び
提
出
議
案
提
案
理

由
の
説
明
、
一
般
質
問

11
日　
▼
一
般
質
問

12
日　
▼
一
般
質
問
、
議
案
審
議
、
閉
会

　
　
　
上
板
中
学
校
体
育
祭

24
日　
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

東光小学校３年生　議事堂見学
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こ
の
跡
地
は
、
宮
川
内
谷
川
か
ら
南
に
あ

る
町
有
地
の
空
地
と
し
て
広
い
面
積
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
進
入
路
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。

　
有
効
活
用
、
或
い
は
売
却
の
可
能
性
も
含

め
、
調
査
検
討
し
有
効
活
用
を
図
り
た
い
。

　
こ
の
た
め
意
欲
の
高
い
職
員
、
若
手
職
員

が
積
極
的
に
発
言
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
模

索
し
、
魅
力
と
活
力
あ
る
活
用
に
努
め
て
い

き
た
い
。

質
問
３

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て

①
２
０
２
５
年
４
月
13
日
～
10
月
31
日
ま
で

の
１
８
４
日
間
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
夢
洲
で

開
催
さ
れ
る
が
、
町
内
の
小
・
中
学
生
の

見
学
希
望
は
、
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
回
の
万
博
で
は
、
継
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
達
成
に
向
け
た
取
組
、
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
展
示
し
、
未
来

社
会
の
姿
を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、県
万
博
推
進
課・

教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
よ
り
意
向
調
査
が

あ
り
、
５
月
23
日
開
催
の
校
長
会
で
協
議
し

た
結
果
、
す
べ
て
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
が

参
加
す
る
こ
と
は
、
見
学
時
間
の
確
保
、
修

学
旅
行
先
と
し
て
参
加
す
る
の
か
は
今
後
検

討
を
行
う
。

　
な
お
高
志
小
学
校
６
年
生
が
万
博
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
予
定
で
ヨ
ル
ダ
ン
と

藍
染
め
等
の
映
像
制
作
を
中
心
に
交
流
を
深

め
、
万
博
会
場
で
の
上
映
に
向
け
て
計
画
を

し
て
い
る
。

質
問
４

河
川
対
策
に
つ
い
て

①
先
般
の
台
風
10
号
の
影
響
に
よ
る
線
状
降

水
帯
で
、
町
内
主
要
河
川
の
被
害
状
況
は

ど
う
だ
っ
た
か
、
ま
た
県
へ
要
望
す
る
河

川
は
あ
っ
た
の
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
台
風
10
号
、
線
状
降
水
帯
の
通
過
後
、
上

板
町
の
河
川
を
巡
回
し
た
が
、
こ
の
影
響
に

よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
。

②
県
管
理
の
宮
川
内
谷
川
の
上
板
橋
南
詰
め

の
木
・
竹
伐
採
の
跡
地
に
つ
い
て
、
現
状

は
美
し
く
見
違
え
る
よ
う
な
環
境
に
な
っ

た
が
、
跡
地
に
は
、
窪
地
が
あ
り
不
安
が

あ
る
の
で
対
応
を
管
理
者
に
お
願
い
し
た

い答　
弁
　

松
田
町
長

　
現
地
の
確
認
に
行
き
施
工
業
者
、
ま
た
県

管
理
者
の
方
々
に
不
安
の
現
状
を
伝
え
る
と

と
も
に
協
議
し
、
今
後
は
竹
林
の
所
有
者
に

確
認
を
し
、
対
応
す
る
と
の
返
事
を
い
た
だ

い
た
。
今
後
と
も
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
安

全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

質
問
１

各
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

①
鳶
谷
川
改
修
の
進
捗
状
況
は

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

と
何
を
す
る
に
も
非
常
に
難
し
い
の
が
現
状
。

記
念
碑
の
周
辺
及
び
敷
地
内
の
環
境
整
備
を

行
い
な
が
ら
、
今
後
の
利
用
方
法
を
考
え
て

い
く
。

質
問
３

砂
防
指
定
地
域
指
定
に
つ
い
て

①
指
定
地
域
外
現
状
に
つ
い
て
、
今
鳶
谷
川

上
流
の
山
の
崩
落
し
て
い
る
右
側
で
も
こ

の
度
の
大
雨
で
崩
壊
し
、
土
砂
が
下
の
田

畑
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
ど
う
対
策
す
る

の
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
今
回
の
線
状
降
水
帯
の
発
生
や
台
風
10
号

の
大
雨
の
影
響
で
、
鳶
谷
地
区
の
水
田
の
法

面
が
崩
落
し
た
。
現
場
確
認
を
行
い
、
災
害

復
旧
工
事
費
用
の
積
算
を
関
係
機
関
に
依
頼

し
、
そ
の
結
果
を
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局

へ
提
出
し
た
。
ま
た
、
農
地
の
所
有
者
に
対

し
て
、
災
害
復
旧
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
鳶
谷
川
最
上
流
部
で
土
砂
が
田
に
流
入
す

る
耕
地
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
早
急
に
徳

島
県
に
浚
渫
と
対
策
に
つ
い
て
要
望
し
て
い

く
。

再
問　
鳶
谷
川
源
流
付
近
の
土
砂
崩
れ
の
規

模
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
、
早
急
に

確
認
す
る
。

再
々
問　
砂
防
指
定
地
へ
の
指
定
に
向
け
て

進
め
て
い
た
だ
き
た
い

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
地
権
者
、
流
域
の
町
民
皆
様
方
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

　
徳
島
県
よ
り
、
測
量
設
計
区
間
の
用
地
地

権
者
か
ら
用
地
取
得
に
つ
い
て
、
承
諾
が
得

ら
れ
れ
ば
事
業
化
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
本

年
10
月
末
ま
で
に
地
権
者
の
協
力
意
向
に
つ

い
て
、
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

②
鳶
谷
川
の
堆
積
土
砂
の
現
状
に
つ
い
て
ど

こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
本
年
度
行
わ
れ
た
防
災
対
策
特
別
委
員
会

の
現
地
視
察
に
お
い
て
、一
部
区
間
で
60
セ
ン

チ
ほ
ど
堆
積
し
て
い
る
の
を
確
認
し
て
い
る
。

③
宮
川
内
谷
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
ど
こ

ま
で
要
望
し
て
い
る
の
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
令
和
６
年
度
は
宮
川
内
谷
川
と
、
鳶
谷
川

直
流
線
の
合
流
地
点
の
深
掘
れ
に
つ
い
て
、

修
繕
を
要
望
し
て
い
る
。

④
六
条
樋
門
の
漂
着
ご
み
の
処
分
・
対
策
に

つ
い
て

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
徳
島
県
が
導
水
路
の
浚
渫
を
行
う
際
、
吉

野
川
本
線
に
高
志
川
の
水
が
流
れ
込
む
が
、

ご
み
が
流
出
し
な
い
よ
う
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
や
対
策
を
講
じ
て
施
工
し
て
い
る
。

今
後
は
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
防
止
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問
２

勤
労
青
少
年
の
家
跡
地
の
管
理
に
つ
い
て

①
跡
地
の
雑
草
に
つ
い
て
、
今
後
は
ど
う
す

る
の
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
９
月
下
旬
～
10
月
上
旬
に
、
除
草
作
業
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。
財
政

面
、
そ
の
他
事
業
等
の
優
先
順
位
を
考
え
る

前
田
忠
道 
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質
問
１

国
保
税
に
つ
い
て

①
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
の
対
象
を
18
歳
ま

で
と
し
た
場
合
、
対
象
人
数
は

答　
弁
　

栗
尾
税
務
課
長

　
０
歳
～
18
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
、
現
在
１
４
３
人
。

②
７
歳
～
18
歳
ま
で
を
半
額
免
除
に
し
た
場

合
、
予
算
が
い
く
ら
必
要
か

答　
弁
　

栗
尾
税
務
課
長

　
均
等
割
の
合
計
額
一
人
当
た
り
３
万
３
千

円
。
そ
の
半
額
を
軽
減
し
た
場
合
７
歳
～
18

歳
ま
で
の
１
０
６
人
と
す
れ
ば
約
１
８
０
万

円
必
要
。

答　
弁
　

松
田
町
長

　
子
育
て
世
帯
の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
が
、
保
険
制
度
の
公
平
性

や
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
国
に
よ
る
制

度
で
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

③
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
保
険
証
と
す
る
た

め
に
、
保
険
証
機
能
を
つ
け
る
手
続
き
が

必
要
だ
が
、
利
用
率
は

答　
弁
　

長
尾
住
民
人
権
課
長

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
登
録
は
、
カ
ー
ド
を
所
有
す

る
方
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
用

い
て
登
録
す
る
た
め
、
件
数
を
把
握
す
る
こ

と
は
困
難
。

④
政
府
が
12
月
２
日
か
ら
「
新
規
発
行
が
終

了
」
と
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
を
宣
伝

し
て
い
る
が
、
現
行
の
保
険
証
は
使
え
な

く
な
る
の
か

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
現
行
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、
現
在

発
行
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
で
あ
る
令
和
７

年
７
月
31
日
ま
で
利
用
で
き
る
。

⑤
12
月
か
ら
の
健
康
保
険
証
の
扱
い
に
つ
い

て
資
格
確
認
書
な
ど
の
発
行
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
は
資

格
確
認
書
を
こ
れ
ま
で
同
様
、
健
康
推
進
課

で
申
請
な
し
で
発
行
す
る
。

質
問
２

住
民
の
移
動
手
段
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

①
瀬
部
地
区
の
徳
島
バ
ス
の
路
線
が
廃
止
さ

れ
、
今
年
10
月
か
ら
石
井
上
板
線
も
廃
止

さ
れ
る
が
、
町
と
し
て
地
域
住
民
の
状
況

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
上
板
町
南
部
を
経
由
す
る
バ
ス
路
線
は
な

く
な
り
、
利
用
し
て
い
た
方
に
と
っ
て
は
非

常
に
不
便
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
高
齢
者
を
対
象
に
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
代
１
万
円
や
、
バ
ス
の
利
用
促
進
や
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
バ
ス
の
定
期
券
購

入
補
助
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。

②
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、
ぜ

ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
現
在
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し
て
い

る
県
内
の
運
営
状
況
や
利
用
状
況
を
含
め
て
、

ど
う
い
っ
た
形
で
取
り
組
む
べ
き
か
検
証
し

て
い
る
。
ま
た
財
政
当
局
と
も
協
議
が
必
要
。

質
問
１

「
技
の
館
」
を
中
核
と
し
た
観
光
地
づ
く
り

に
つ
い
て

①
野
外
の
休
憩
所
と
し
て
「
東
屋
」
を
建
て
、

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
設
置
場
所
と
し
て
、
泉
水
庵
跡
地
が
候
補

地
で
あ
る
が
費
用
対
効
果
や
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
上
板
の
考
え
も
含
め
て
検
討
す
る
。

②
台
山
へ
上
る
道
路
を
補
修
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
台
山
へ
登
る
桜
ロ
ー
ド
の
状
況
を
確
認
し
、

歩
行
者
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
補
修
を
検
討

し
た
い
。

再
問　
台
山
～
大
山
寺
ま
で
の
道
路
を
整
備

し
、
桜
等
を
植
え
る
と
よ
り
親
し
み
の
あ

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
る
と
思
う
。

現
在
あ
る
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
観
光
推
進
機
構
を
通
じ
て
、
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
々
を
含
め
た
周
遊
コ
ー
ス

等
を
盛
り
込
ん
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

③
薬
草
公
園
西
側
の
「
し
だ
れ
桜
」
の
周
辺

の
除
草
を
行
う
と
共
に
、
植
樹
さ
れ
た
方

の
「
氏
名
板
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
し
だ
れ
桜
周
辺
の
除
草
作
業
等
に
泉
谷
協

議
会
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
同
協
議
会
が

質
問
３

大
阪
万
博
に
つ
い
て

①
万
博
会
場
へ
の
学
校
行
事
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
参
加
に
対
し
て
安
全
性
に
疑
問
。

慎
重
な
対
応
を
し
て
欲
し
い

答　
弁
　

和
田
教
育
長

　
万
博
会
場
と
な
る
夢
洲
は
埋
め
立
て
に
よ

り
つ
く
ら
れ
た
人
工
島
で
あ
る
た
め
、
メ
タ

ン
ガ
ス
が
発
生
し
工
事
作
業
中
に
爆
発
事
故

が
起
こ
っ
た
。
ま
た
強
い
毒
性
を
持
つ
ヒ
ア

リ
が
見
つ
か
っ
た
。

　
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
対
策
や
テ
ロ
対

策
、
感
染
症
対
策
な
ど
安
全
性
の
懸
念
は
多

く
あ
る
。

　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
協
議
が
必
要
な
情

報
提
供
が
十
分
で
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
今
後
校
長
会
で
安
全
面
も
含
め
て
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
４

入
学
支
度
金
に
つ
い
て

①
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
入
学
支
度
金
の
支
給

を
し
て
ほ
し
い
。
ひ
と
り
親
家
庭
で
来
年

度
の
小
学
校
、
中
学
校
の
入
学
予
定
の
人

数
は
何
人
か
。

　
阿
波
市
で
は
１
万
円
、
石
井
町
は
３
万
円

支
給
し
て
い
る

答　
弁
　

荒
川
民
生
児
童
課
長

　
令
和
７
年
度
入
学
予
定
は
小
学
校
は
５
人
、

中
学
校
は
14
人
。

　

今
後
の
他
町
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

状
況
等
調
査
し
検
討
し
た
い
。

本
淨
敏
之 
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対
応
し
き
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
上
板
町

と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
設
置
は
泉
谷
協
議
会
の
判
断
に
委

ね
た
い
。

再
問　
夏
場
に
ツ
ル
が
繁
茂
し
桜
に
絡
み
つ

き
桜
木
を
傷
め
て
い
る
。
泉
谷
協
議
会
と

連
携
の
上
、ツ
ル
除
草
作
業
を
し
て
欲
し
い

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
夏
場
の
状
況
、
草
の
生
え
具
合
を
定
期
的

に
確
認
し
、
泉
谷
協
議
会
と
検
討
す
る
。

 

質
問
２

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
減
量
対
策
に
つ

い
て

①
家
庭
ゴ
ミ
の
量
と
処
理
費
用
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
家
庭
系
ゴ
ミ
の
量
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
間
、
住
民
１
人
当
た
り

の
排
出
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
。
処
理
費
用

は
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
間
は
２
億

円
前
後
で
あ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度
は
約

２
億
３
千
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

再
問　
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
に
、
ゴ
ミ

の
量
が
横
ば
い
と
い
う
の
は
、
実
質
的
に

は
増
加
し
て
い
る
。
処
理
費
用
も
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
負
担
金
の
増
加
の
原
因
は
燃
料
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
高
騰
、
光
熱
費
、
修
繕
費
等
の
増
加
で
あ

る
。

②
家
庭
ゴ
ミ
の
減
量
を
図
る
課
題
と
対
策
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
家
庭
ゴ
ミ
の
減
量
対
策
と
し
て
、
生
ゴ
ミ

処
理
容
器
等
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
補

助
申
請
件
数
は
令
和
５
年
度
電
気
式
４
件
、

容
器
式
９
件
。
令
和
６
年
度（
８
月
末
現
在
）

電
気
式
４
件
、
容
器
式
９
件
。
町
民
に
同
補

助
事
業
を
利
用
い
た
だ
き
、
生
ゴ
ミ
を
減
ら

し
た
い
。

再
問　
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
を
無
料
配
布
し
て

は
ど
う
か
。
町
内
の
各
支
部
単
位
で
説
明

会
を
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
家
庭
ゴ
ミ
の
減
量
を
図
る
上
で
一
番
の
課

題
は
水
分
を
含
む
生
ゴ
ミ
で
あ
る
。
生
ゴ
ミ

の
約
７
割
が
水
分
で
あ
り
、
町
民
の
協
力
が

な
け
れ
ば
減
量
は
進
ま
な
い
。
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
の
取
り
組
み
を

調
査
し
上
板
町
と
し
て
の
方
策
を
取
り
入
れ

た
い
。

再
々
問　
生
ゴ
ミ
の
減
量
対
策
と
し
て
生
ゴ

ミ
の
専
用
袋
を
つ
く
り
、
生
ゴ
ミ
を
肥
料

化
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

質
問
３

葬
儀
場
の
建
設
に
か
か
る
手
続
き
に
つ
い
て

①
上
板
町
で
は
葬
儀
場
の
建
設
に
際
し
、
ど

の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
葬
儀
場
の
建
設
と
い
う
こ
と
で
特
段
の
手

続
き
は
な
い
。
但
し
、
農
地
を
転
用
し
て
施

設
を
建
設
す
る
場
合
は
農
地
転
用
許
可
が
必

要
で
あ
る
。

②
申
請
時
の
建
設
目
的
と
建
設
後
の
目
的
が

相
違
し
て
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
建
築
後
、
明
ら
か
に
目
的
が
相
違
し
て
い

る
場
合
は
事
業
計
画
の
変
更
手
続
き
を
も
ら

い
、
実
際
に
建
築
さ
れ
た
施
設
の
目
的
に
対

す
る
許
可
を
も
ら
う
よ
う
に
指
導
す
る
。

③
葬
儀
場
の
建
設
に
関
す
る
条
例
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
一
業
種
を
限
定

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
調
査
し
た
が
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
条

例
の
事
例
は
な
い
。

再
問　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
ル
ー
ル
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
見

解
を
伺
い
た
い

答　
弁
　

松
田
町
長

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
規
則
等
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

質
問
１

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
つ
い
て

①
上
板
町
は
「
最
終
的
に
は
消
滅
す
る
可
能

性
が
高
い
」
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
対
策
は

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　

地
域
別
将
来
推
計
人
口
に
基
づ
き

２
０
５
０
年
ま
で
の
30
年
間
で
、
子
ど
も
を

産
む
中
心
世
代
と
な
る
20
代
・
30
代
の
若
年

女
性
人
口
減
少
率
は
51
．２
％
で
あ
る
。

　
出
生
率
が
低
下
し
て
お
り
、
健
康
寿
命
の

引
き
上
げ
、
不
慮
の
事
故
や
悪
性
新
生
物
・

自
殺
等
を
少
な
く
す
る
な
ど
自
然
減
少
対
策

の
強
化
と
、
人
口
流
失
の
是
正
策
と
し
て
、

結
婚
支
援
や
出
産
支
援
だ
け
で
な
く
子
育
て

の
負
担
を
総
合
的
に
軽
減
す
る
社
会
増
施
策

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

②
人
口
減
少
対
策
の
具
体
的
な
取
組
は

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
子
育
て
に
必
要
な
お
む
つ
等
誕
生
記
念
品

の
進
呈
、
結
婚
新
生
活
に
係
る
家
計
の
負
担

軽
減
の
助
成
、
出
産
祝
金
、
医
療
費
助
成
、

し
て
制
限
を
す
る
条
例
の
制
定
は
で
き
な
い
。

指
導
の
要
綱
等
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
す
る
。

質
問
４

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
倒
壊
事
故
防
止
対
策
に
つ

い
て

①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
数
及
び
設
置
年
度

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
令
和
６
年
８
月
末
現
在
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
数
は
８
０
２
カ
所
、
直
近
の
設
置
年

度
は
令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度
間
で
は
各

年
間
新
設
・
交
換
と
も
数
カ
所
で
あ
る
。

再
問　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は
ど
の
よ
う

な
手
順
で
し
て
い
る
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長 

　
設
置
手
続
き
は
、
支
部
長
及
び
要
望
者
が

設
置
要
望
書
を
提
出
し
、
設
置
場
所
が
水
田

等
の
場
合
は
要
望
者
が
地
権
者
の
了
承
を
得

る
必
要
が
あ
る
。

②
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
住
宅
地
図
に
設
置
場
所
等
を
入
力
・
管
理

し
、
町
職
員
の
巡
視
及
び
町
民
の
情
報
提
供

等
で
対
応
し
て
い
る
。

③
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
耐
用
年
数
は

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
概
ね
15
年
～
20
年
程
度
で
あ
る
。

再
問　
支
柱
は
鉄
の
パ
イ
プ
で
あ
り
、
内
部

が
腐
食
す
る
。
点
検
し
な
け
れ
ば
事
故
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る
が

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
支
柱
上
部
の
キ
ャ
ッ
プ
が
外
れ
て
雨
水
が

進
入
し
内
部
が
腐
食
す
る
場
合
と
、
犬
の
散

歩
等
で
の
し
尿
に
よ
る
場
合
が
あ
る
。

④
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
条
例
を
つ
く
り
、

事
故
防
止
を
推
進
し
て
は
ど
う
か

岩
野
角
雄 

議
員
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保
育
所
利
用
者
負
担
軽
減
、
学
童
保
育
利
用

料
軽
減
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
定
住
促
進
住
宅
取
得
応
援
助
成
金
、
空
き

家
利
活
用
改
修
支
援
事
業
、
東
京
圏
か
ら
の

移
住
者
に
対
す
る
わ
く
わ
く
移
住
支
援
事
業

等
の
移
住
定
住
促
進
策
を
実
施
し
て
い
る
。

③
他
市
町
村
と
差
別
化
を
図
り
、
町
独
自
の

本
町
の
実
情
に
沿
っ
た
特
徴
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
住
宅
の
確
保
や
定
住
・
移
住
の
支
援
等
の

取
組
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
、

人
に
優
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
体
制
の
整

備
、
快
適
・
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
・
生

活
基
盤
づ
く
り
、
活
力
あ
る
産
業
の
育
成
と

雇
用
の
場
の
確
保
等
、
様
々
な
分
野
に
お
け

る
取
組
を
一
体
的
に
進
め
る
。

④
取
組
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
て
い

る
の
か
検
証
し
て
い
な
い
。
若
者
や
子
育

て
世
帯
が
転
出
し
な
い
よ
う
、
今
住
ん
で

い
る
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か

答　
弁
　

松
田
町
長

　

町
の
将
来
人
口
を
２
０
４
５
年
で 

９
、０
０
０
人
を
目
標
に
し
て
い
る
。
町
民

の
福
祉
の
向
上
と
町
政
発
展
に
取
り
組
む
。

質
問
２

給
食
費
無
償
化
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
の
給
食
費
の
保
護
者
負
担
額

の
年
額
は

答　
弁
　

荒
川
民
生
児
童
課
長

　
保
育
所　
１
、０
８
８
、０
０
０
円
。

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
幼
稚
園　

２
、１
１
５
、０
０
０
円

　
小
学
校　

２
３
、７
１
０
、０
７
４
円

　
中
学
校　
１
１
、７
７
３
、５
９
８
円

②
給
食
費
を
無
償
化
で
き
な
い
か

答　
弁
　

荒
川
民
生
児
童
課
長

　
他
町
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

給
食
費
を
無
償
化
す
る
場
合
、
約 

４
、０
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
た

め
、
無
償
化
は
難
し
い
。
国
の
少
子
化
対
策

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

③
保
護
者
負
担
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
の
合

計
で
約
３
０
０
万
円
で
あ
る
。
ま
ず
、
保

育
所
と
幼
稚
園
を
無
償
化
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

松
田
町
長

　
直
ち
に
無
償
化
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
他
市
町
村
の
動
向
も
注
視
し
、
町
の
公

共
施
設
の
集
約
化
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

再
問　
板
野
町
は
、
町
立
保
育
園
と
幼
稚
園

の
保
育
料
や
授
業
料
、
給
食
費
を
無
償
化

し
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
脱
し
て
い

る
。
板
野
町
で
出
来
る
こ
と
が
上
板
町
で

は
何
故
出
来
な
い
の
か
。
保
育
所
・
幼
稚

園
給
食
費
の
無
償
化
の
早
急
な
取
り
組
み

を
求
む

質
問
３

主
要
地
方
道
鳴
門
池
田
線
以
北
の
河
川
の
浚

渫
・
刈
り
明
け
に
つ
い
て

①
町
内
の
山
地
災
害
危
険
地
区
は
、
山
腹
崩

落
危
険
地
区
が
８
か
所
、
崩
壊
土
砂
流
出

危
険
地
区
が
16
か
所
で
、
ほ
と
ん
ど
は
讃

岐
山
脈
沿
い
に
あ
る
が
、
河
川
は
土
砂
が

堆
積
し
、
氾
濫
・
土
石
流
の
危
険
性
を
孕

ん
で
い
る
。
鳴
池
線
以
北
の
河
川
の
浚
渫
、

堆
積
土
砂
の
除
去
、
刈
り
明
け
が
で
き
な

い
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
竹
木
の
刈
り
明
け
は
、
土
砂
の
堆
積
状
況
、

竹
木
の
繁
茂
状
況
、
緊
急
性
に
つ
い
て
、
優

先
順
位
を
付
け
、
徳
島
県
に
要
望
す
る
。

育
環
境
の
充
実
、
教
職
員
の
職
場
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
に
は
統
廃
合
が
必
要
で

は
。
行
財
政
改
革
に
も
つ
な
が
る
が
見
解

は答　
弁
　

和
田
教
育
長

　
幼
稚
園
は
昨
年
度
「
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
今
月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予

定
。
ま
た
、
小
学
校
も
昨
年
度
出
生
数
41
名

と
減
少
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
教
育
活
動
、

教
育
内
容
の
充
実
を
め
ざ
し
、
再
編
・
統
合

も
視
野
に
入
れ
た
在
り
方
を
検
討
す
る
。

②
令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
人
件
費
総
額

12
億
96
百
万
円
に
対
し
て
決
算
額
は

11
億
80
百
万
円
。
予
算
編
成
時
の
査
定
が

甘
い
の
で
は

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
正
規
・
再
任
用
職
員
は
１
月
１
日
時
点
の

人
員
を
基
礎
と
し
て
、
退
職
者
、
採
用
予
定

者
を
勘
案
し
て
算
出
。
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
各
課
の
業
務
量
を
考
慮
し
て
必
要
人
員

数
を
算
出
し
て
い
る
が
、
応
募
が
少
な
か
っ

た
り
退
職
者
増
等
の
要
因
で
不
用
額
発
生
。

質
問
２

令
和
５
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
決
算

①
歳
出
総
額
61
百
万
円
に
対
し
て
使
用
料
収

入
は
９
百
万
円
程
度
。
収
支
改
善
策
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　

機
能
強
化
工
事
を
実
施
し
延
命
措
置
を

行
っ
て
い
る
。
財
源
は
国
庫
補
助
と
起
債
。

健
全
な
施
設
運
営
を
行
う
上
で
は
、
使
用
料

の
見
直
し
も
検
討
す
る
必
要
有
。

質
問
３

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

①
大
雨
警
戒
レ
ベ
ル
４
：
避
難
指
示
は
町
民

へ
ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知
し
た
か

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

②
宮
ケ
谷
川
堰
堤
上
流
に
土
砂
が
堆
積
し
、

防
災
上
の
危
険
性
が
あ
り
、
下
流
域
の
治

水
対
策
で
も
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。
堆

積
土
砂
を
撤
去
で
き
な
い
か

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
龍
の
堰
堤
付
近
の
宮
ヶ
谷
川
の
堆
積
土
砂

も
現
地
確
認
し
、
徳
島
県
に
要
望
す
る
。

③
河
川
の
整
備
、
維
持
管
理
を
県
へ
強
力
に

要
望
す
る
と
共
に
、
県
が
施
工
し
な
い
場

合
は
町
で
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る

答　
弁
　

乾
建
設
課
長

　
河
川
は
徳
島
県
な
の
で
、
町
が
単
独
で
撤

去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

質
問
１

令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て

①
不
用
額
の
多
い
項
目
「
教
育
費
」。
当
初

予
算
５
億
７
千
万
円
対
比
不
用
額
74
百
万

円
、
補
正
予
算
後
不
用
額
50
百
万
円
、
予

算
に
対
し
て
乖
離
幅
が
多
額
な
要
因
は

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
当
初
予
算
策
定
時
の
会
計
年
度
任
用
職
員

採
用
予
定
数
15
名
に
対
し
て
10
名
採
用
。
計

画
比
採
用
人
員
５
名
減
。
さ
ら
に
、
４
幼
稚

園
、
４
小
学
校
、
中
学
校
以
上
９
施
設
の
電

気
代
他
諸
経
費
面
で
余
剰
金
が
発
生
し
予
算

対
比
乖
離
幅
拡
大
。

再
問　
町
内
４
幼
稚
園
、
４
小
学
校
は
少
子

化
の
影
響
で
小
規
模
化
し
、
教
職
員
配
置

面
で
効
率
が
悪
い
の
で
は
。
子
供
達
の
教

乾　
　
崇 

議
員
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大
山
・
松
島
地
区
の
１
９
８
世
帯
・

４
７
４
人
に
対
し
て
、
防
災
行
政
無
線
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ

等
報
道
機
関
等
を
通
じ
て
周
知
し
た
。

②
避
難
指
示
に
対
し
て
避
難
所
へ
の
避
難
状

況
は

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
避
難
者
は
、
29
日
・
30
日
２
日
間
で
５
名
。

③
「
線
状
降
水
帯
」
の
降
雨
時
間
が
長
時
間

と
な
れ
ば
内
水
・
外
水
氾
濫
の
危
険
性
が

高
ま
る
。
水
害
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
六
条
暗
渠
改
修
工
事
の
早
期
完
成
が

不
可
欠

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
改
修
工
事
が
完
了
す
れ
ば
、
高
志
川
の
水

流
量
が
拡
大
さ
れ
内
水
氾
濫
被
害
を
防
ぐ
こ

と
が
出
来
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
早
期

完
成
を
目
指
す
。

質
問
４

新
ご
み
処
理
場
の
件
に
つ
い
て

①
新
ご
み
処
理
場
完
成
ま
で
の
「
ご
み
搬
出

処
理
」
の
事
業
者
選
定
委
員
で
あ
る
副
町

長
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
決
定
し
た

の
か

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
選
考
委
員
は
学
識
経
験
者
２
名
、
行
政
機

関
４
名
、
合
計
６
名
で
構
成
。
提
案
先
１
社

の
提
案
書
に
基
づ
き
評
価
項
目
ご
と
に
採
点

し
、
公
正
に
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

再
問　
阿
波
市
議
会
で
の
部
長
答
弁
は
、
ご

み
の
減
量
化
は
運
搬
処
理
費
用
の
削
減
に

繋
が
る
と
説
明
し
て
い
る
が
副
町
長
の
認

識
は

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
ご
み
の
減
量
化
が
図
れ
る
な
ら
処
理
費
用

は
削
減
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
公
募
型
企
画
提
案
方
式
の
審
査
結
果
に
対

し
て
、
組
合
副
管
理
者
松
田
町
長
の
感
想

は答　
弁
　

松
田
町
長

　
審
査
会
の
決
定
は
、
適
正
な
手
続
き
に
則

り
適
切
に
審
査
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

再
問　
副
町
長
と
同
じ
質
問
。
ご
み
の
減
量

化
は
運
搬
処
理
費
用
の
削
減
に
繋
が
る
と

町
長
は
認
識
し
て
い
る
か

答　
弁
　

松
田
町
長

　

ご
み
の
量
に
よ
っ
て
、
処
理
費
用
が
変

わ
っ
て
く
る
と
聞
い
て
い
る
。

再
問　
ご
み
の
減
量
化
で
外
部
委
託
の
ご
み

処
理
費
用
が
削
減
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

生
ご
み
処
理
機
導
入
の
補
助
制
度
を
拡
充

さ
せ
、
発
生
量
を
削
減
す
る
こ
と
を
提
案

す
る

質
問
５

学
校
給
食
に
つ
い
て

①
諸
物
価
高
騰
し
、
原
材
料
費
は
ア
ッ
プ
し

て
い
る
が
予
算
内
で
対
応
で
き
る
の
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
原
材
料
費
は
高
騰
し
て
い
る
が
、
給
食
の

質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

必
要
が
あ
れ
ば
予
算
の
補
正
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
摂
取
基
準
に
沿
っ
た
適
切

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
栄
養
素
の
摂
取
が
出
来

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

運
搬
に
つ
い
て
は
上
板
町
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
に
基
づ
き
、
協
定
機
関
に
よ
っ
て
運
搬

を
行
う
。

⑤
災
害
弱
者
の
た
め
、
広
報
か
み
い
た
裏
面

に
イ
ラ
ス
ト
と
大
き
な
文
字
で
分
か
り
易

い
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
保
存
版
）
を
掲
載
し
て

は
ど
う
か

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
令
和
７
年
度
に
は
新
た
に
防
災
マ
ッ
プ
を

更
新
す
る
予
定
。
広
報
か
み
い
た
を
使
い
分

か
り
易
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
掲
載
に
つ

い
て
も
進
め
て
い
く
。
ま
た
地
震
に
対
し
て

の
備
え
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
く
。

質
問
２

外
来
生
物
の
被
害
と
対
策
に
つ
い
て

①
近
年
農
業
被
害
の
多
い
外
来
生
物
（
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ・ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ・

カ
メ
ム
シ
・
ミ
ド
リ
ガ
メ
・
ア
メ
リ
カ
ザ

リ
ガ
ニ
等
）
に
対
す
る
報
告
を
ど
の
様
に

認
識
し
て
い
る
の
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
近
年
外
来
生
物
の
主
な
被
害
と
し
て
果
樹

に
お
け
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
食
害
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
徳
島
県
が
防
除
講
習
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
薬
剤
使
用
や
被
覆
等
の
対
策
を
指
導
し

て
お
り
被
害
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

②
そ
の
対
策
と
し
て
助
成
金
制
度
が
あ
る
の

か答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
外
来
生
物
被
害
へ
の
助
成
と
し
て
国
が
創

設
し
て
い
る
発
生
地
域
へ
の
防
除
対
策
の
助

成
制
度
が
あ
る
。
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

の
支
援
と
し
て
重
要
病
虫
害
の
支
援
制
度
が

活
用
で
き
る
。
補
助
率
は
２
分
の
１
が
国
費

で
残
り
が
事
業
者
の
負
担
と
な
る
。
上
板
町

質
問
１

自
然
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
８
／
８
）

が
発
令
さ
れ
た
後
、
上
板
町
で
は
ど
の
様

に
対
応
し
た
の
か

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
８
月
８
日
の
午
後
４
時
43
分
、
日
向
灘
で

発
生
し
た
地
震
に
伴
い
、
気
象
庁
よ
り
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て
発
令
さ
れ

た
。
上
板
町
の
対
応
と
し
て
は
町
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
及
び
防
災
無
線
で
住
民
に
避
難
場
所

及
び
避
難
経
路
等
の
確
認
を
呼
び
か
け
た
。

警
戒
体
制
中
は
町
長
を
ト
ッ
プ
に
職
員
一
丸

と
な
っ
て
警
戒
に
あ
た
っ
た
。

②
台
風
や
洪
水
（
８
／
29
）
に
つ
い
て
も
同

じ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
大
雨
警
報
に
ど

の
様
に
対
処
し
、
改
善
点
は
ど
う
か　

 

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
上
板
町
で
は
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い

大
山
、
松
島
地
区
の
１
９
８
世
帯
４
７
４
人

に
避
難
指
示
を
発
令
し
た
。
改
善
点
と
し
て

は
課
全
員
で
初
動
体
制
が
と
れ
る
様
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
行
な
っ
て
い
く
。

③
災
害
支
援
連
携
協
定
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か（
建
設
、運
輸
、燃
料
、飲
料
）等

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
災
害
支
援
協
定
は
建
設
業
協
会
な
ど
の
４

機
関
と
資
機
材
や
技
術
者
の
支
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
引
き
続
き
多
く
の

関
係
機
関
と
連
携
し
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

を
行
な
っ
て
い
く
。

④
災
害
ゴ
ミ
問
題（
場
所
、運
搬
）に
つ
い
て

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
災
害
ゴ
ミ
の
仮
置
き
場
と
し
て
、
上
板
町

防
災
計
画
で
各
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を

主
と
し
て
11
箇
所
を
指
定
し
て
い
る
。
そ
の

富
永
志
郎 

議
員
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と
し
て
令
和
７
年
度
よ
り
補
助
金
制
度
を
創

設
す
る
予
定
。

質
問
３

働
き
手
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て

①
現
在
の
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
令
和
２
年
の
日
本
酪
農
協
同
株
式
会
社
の

徳
島
工
場
移
転
以
降
企
業
誘
致
は
な
い
。
今

後
も
企
業
誘
致
の
み
な
ら
ず
立
地
企
業
の
流

出
防
止
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
若
者
の
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
策

と
し
て
、
地
元
企
業
に
就
職
（
就
農
）
さ

れ
た
人
に
一
律
10
万
円
を
給
付
し
、
財
源

に
つ
い
て
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

限
度
額
に
つ
い
て
は
２
０
０
万
程
度
を
設

定
し
、
運
用
す
る
。
ま
た
採
用
し
た
企
業

に
つ
い
て
も
県
の
助
成
金
を
使
っ
て
同
様

と
す
る

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
現
在
上
板
町
で
は
地
元
企
業
に
就
職
し
１

年
以
上
居
住
さ
れ
た
人
に
一
律
５
万
円
を
助

成
し
、
新
た
に
町
内
に
住
宅
を
取
得
し
た
人

に
固
定
資
産
税
相
当
額
を
助
成
す
る
住
宅
取

得
応
援
助
成
金
助
成
事
業
等
を
行
な
っ
て
い

る
。
今
後
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
事
も
含
め

関
係
各
課
と
連
携
し
、
実
施
出
来
る
よ
う
協

議
し
て
い
き
た
い
。
就
農
に
つ
い
て
も
国
の

育
成
対
策
補
助
金
を
紹
介
し
て
一
次
産
業
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
各
種
学
校
に
出
向
き
Ｐ
Ｒ
活
動
し
て
人
材

確
保
に
努
め
て
ほ
し
い

答　
弁
　

佐
藤
企
画
防
災
課
長

　
今
後
、
町
内
外
へ
の
若
者
の
流
失
を
減
少

さ
せ
る
た
め
に
関
係
各
課
、
学
校
機
関
等
と

も
連
携
し
、
人
材
確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
る
。

質
問
１

新
ゴ
ミ
施
設
に
つ
い
て

①
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
工
事
が
遅
れ
た

理
由

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
一
回
目
の
入
札
不
調
の
た
め
。

②
今
の
候
補
地
（
東
長
峰
）
は
ど
の
よ
う
な

利
点
が
あ
っ
て
上
板
町
他
の
候
補
地
に

勝
っ
て
い
た
の
か

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
適
地
評
価
審
査
で
総
合
的
に
評
価
し
た
結

果
。

③
前
阿
波
市
長
時
に
今
の
候
補
地
で
の
工
事

入
札
が
不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
。
何
が
原

因
だ
っ
た
の
か

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
候
補
地
が
原
因
で
な
く
長
い
期
間
で
の
経

営
に
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
。

④
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
総
事
業
費
は
73
億
円

と
理
解
し
て
い
る
が
変
更
は
な
い
の
か

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
予
測
が
で
き
な
い
。
現
時
点
で
は
無
い
と

認
識
。

⑤
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
完
成
予
定
が
25
年
８

月
～
28
年
４
月
稼
働
と
変
更
に
な
っ
て
い

る
が
何
故
、
期
限
切
れ
の
日
ま
で
分
か
っ

て
い
な
が
ら
遅
れ
る
の
か

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
入
札
事
業
者
が
無
か
っ
た
こ
と
で
検
証
業

務
に
時
間
を
費
や
し
た
。

⑥
25
年
８
月
～
28
年
３
月
迄
、
１
市
２
町
の

知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
で
き
れ
ば
よ
い

の
で
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
現
時
点
で
は
汚
泥
の
性
質
が
異
な
る
た
め

今
の
施
設
で
は
処
理
で
き
な
い
。

　
今
後
も
経
費
削
減
等
を
念
頭
に
事
業
を
進

め
る
。

質
問
３

町
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

①
役
場
庁
舎
に
入
っ
て
も
誰
も
挨
拶
が
な
く
、

活
気
が
な
い
。
職
場
を
離
れ
て
も
職
員
と

し
て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、
町
民
に
対
し
て

奉
仕
の
心
を
持
っ
て
接
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
上
板
町
職
員
接
遇
向
上
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
指
導
し
て
い
る
。

挨
拶
は
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
１
歩
で

あ
り
、
ま
た
地
方
公
務
員
法
に
あ
る
と
お
り

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め

に
勤
務
し
、
且
つ
全
力
を
挙
げ
て
住
民
の
皆

様
に
信
頼
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
の
業
務
を

行
っ
て
い
く
。

ゴ
ミ
を
山
口
県
へ
運
搬
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
何
故
こ
の
よ
う
な
37
億
円
と
い
う
費

用
が
要
る
の
か
、
町
民
の
税
金
が
使
わ
れ

る
以
上
議
会
は
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
対
費
用
の
明
細
を
個
々
に
教

え
て
い
た
だ
き
た
い

答　
弁
　

坂
東
副
町
長

　
個
々
の
費
用
は
資
料
の
と
お
り
。

⑦
今
と
な
っ
て
思
い
返
せ
ば
吉
野
川
市
が
こ

の
組
合
を
脱
退
し
た
の
は
、
素
晴
ら
し
い

判
断
だ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
上
板
町
と
し
て
は
無
制
限
に
阿
波
市
に
従

わ
ず
町
議
会
と
町
長
が
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
事
業
を
見
守
り
、
必
要
あ
ら
ば
組
合
脱

退
も
視
野
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が

答　
弁
　

松
田
町
長

　
今
後
も
１
市
２
町
で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
２

七
条
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

①
先
の
定
例
会
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
集
落
排
水
事
業
に
は
多
額
の
費
用

が
発
生
し
て
い
る
。

　
町
の
考
え
で
は
廃
止
す
る
に
も
継
続
す
る

に
も
多
く
の
費
用
が
要
る
と
の
事
で
、
こ

の
ま
ま
続
け
た
い
と
い
う
考
え
だ
っ
た
と

思
う
が
、
集
落
排
水
を
ず
っ
と
未
来
永
劫

続
け
る
の
は
理
解
で
き
な
い

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　

現
在
は
機
能
強
化
工
事
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
施
設
を
延
命
す
る
た
め
の
工
事
で
あ
る

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

②
阿
北
し
尿
処
理
場
へ
運
搬
し
て
い
る
し
尿

を
、
こ
の
七
条
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理

場
で
一
括
処
理
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
て

は
ど
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
は
承
知
し
て
い
る
が

上
原
勝
利 

議
員

編
集
後
記

　
第
８
回
目
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
編

集
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
９
月
定
例

会
の
一
般
質
問
並
び
に
７
月
〜
９
月
の

「
議
会
の
う
ご
き
」
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
に
阿
波
市
中
央

広
域
環
境
施
設
組
合
で
は
、
新
ご
み
処

理
場
完
成
ま
で
の
間
、
ご
み
の
市
外
搬

出
・
処
理
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

上
板
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
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一
日
行
政
相
談

　
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政

機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

　
令
和
６
年
11
月
20
日（
水
）

●
開
設
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
総
務
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
１

�

く
ら
し
の
保
険
相
談

　
馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活
に
密
接

し
た
各
種
保
険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
疑
問
や
不
安
を
か

か
え
て
い
る
か
た
、

老
後
の
生
活
設
計
に

悩
ん
で
い
る
か
た
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　
令
和
６
年
11
月
26
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
場
所

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18

−

２

　
相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

人
権
相
談

　
上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱

を
う
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、
特
設

相
談
所
を
設
け
、
皆
様
の
人
権
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
た
り
、
法
務
局

と
連
携
し
な
が
ら
人
権
を
守
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
11
月

は
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館

　
（
役
場
２
階
）
第
１
会
議
室

●
開
催
日
時

　
令
和
６
年
11
月
21
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
ま
た
、
徳
島
県
立
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島
地
方
法
務

局
常
設
相
談
所
で
、
人
権
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

●
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
男
女
参
画
・
人
権
課
分
室

　
☎
０
８
８（
６
６
４
）３
７
０
１

　
徳
島
市
東
沖
洲
２

−

14

　
沖
洲
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内

　
あ
い
ぽ
ー
と
徳
島

●
徳
島
地
方
法
務
局
常
設
相
談
所

　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

に
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標　

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
目
標
達
成
に
向
け
て
私
達
に
出
来

る
こ
と
を
考
え
よ
う
！

⃝

ご
飯
を
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⃝

エ
コ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持

ち
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

空
調
の
設
定
温
度
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

⃝

近
距
離
は
徒
歩
か
自
転
車
を
…
。

⃝

募
金
や
寄
付
に
興
味
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
一
歩
が
未
来
を
輝
か
せ

ま
す
。
お
心
掛
け
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　
貧
困
を
な
く
そ
う
。
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任
、
住
み
続
け
る
ま
ち
作

り
を
な
ど
、
17
の
目
標
が
２
０
１
５

年
に
日
本
を
含
む
国
連
加
盟
国
の
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ

も
簡
単
な
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
刻
も
早
い
進
展
が
必
要
な
問
題
で

あ
る
た
め
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
達

成
が
ゴ
ー
ル
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
１
６

　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料�

　
受
付　
平
日
９
時
～
12
時　
13
時

～
16
時
30
分（
土
・
日
・
祝
・
年
末

年
始
を
除
く
）

　
徳
島
市
徳
島
町
城
内
６
番
地
６

　
徳
島
合
同
庁
舎
６
階

　
相
談
時
間　
平
日　
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分

電
話
に
よ
る
相
談

⃝

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、
最
寄
り
の

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

⃝

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、
最
寄
り
の

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
９

�　
日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も

世
界
全
体
で
み
る
と
、
現
在
も
水
や

食
べ
物
が
手
に
入
り
に
く
い
国
や
、

学
校
に
行
け
な
い
子
供
達
が
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め

各
種
相
談

上
板
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

年

金

健
康
保
険

失
業
保
険

労
災
保
険

交
通
事
故

生
命
保
険

住
宅
ロ
ー
ン

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

生
理
用
品
の
提
供

　
上
板
町
で
は
「
女
性
つ
な
が
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
生

理
用
品
の
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
「
つ
な
が
り
支
援
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
と
く
し
ま
」
と
し
て
、
徳

島
県
が
委
託
し
て
い
る
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｉ
」
と
連
携
し

実
施
す
る
も
の
で
す
。

●
提
供
窓
口

　
住
民
人
権
課

●
提
供
の
条
件

・
女
性
１
人
に
つ
き
１
パ
ッ
ク

　
（
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
）

・
男
性
の
方
に
は
お
渡
し
で
き
ま
せ

ん
●
提
供
方
法

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
布
し
て
い

る
カ
ー
ド
等
を
ご
提
示
い
た
だ
く
か
、

提
供
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
指
さ
し
て
合
図
を
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
可
能
な
限
り
女
性
職
員
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
（
書
類
申
請
等
は
不
要
で

す
。
名
前
、
住
所
等
の
個
人
の
特
定

は
行
い
ま
せ
ん
）。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
９

お
知
ら
せ
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浄
化
槽
法
定
検
査

の
お
知
ら
せ

　　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水
質
に
関

す
る
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽
法
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
の
方
に
お
願

い
し
て
い
る
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・

清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　
徳
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関
で
あ

る（
公
社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
対
象
施
設
に
は
連
絡
・

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人

　
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
６
３
６
）１
２
３
４

●
浄
化
槽
な
ん
で
も
相
談
窓
口

　
☎
０
８
８（
６
３
６
）１
１
７
７

�　
本
町
で
は
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル

の
適
正
処
理
の
た
め
、
回
収
日
を
設

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
下
記
の

と
お
り
、
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

出
し
方
の
ル
ー
ル
を
厳
守
し
搬
入
し

て
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下

記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

●
回
収
日

　
（
第
２
回
）

　
令
和
６
年
11
月
19
日（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
場
所

　
徳
島
県
農
協　
旧
大
山
支
所

　
（
神
宅
字
堂
床
）

●
処
理
品
目

　
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
類

　
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

※
注
意
事
項

　
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
以
外
の
異
物

が
混
入
し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

　
塩
ビ
と
硬
質
プ
ラ
で
は
、
金
額
が

異
な
る
た
め
分
け
て
搬
入
し
て
下

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
産
業
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
６

令
和
６
年
度

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル

類
の
共
同
処
理
に

つ
い
て

町
税
及
び
保
険
料
の

納
付
期
限
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

納期は次のとおりになっています。
納付期限内の納付にご協力をお願いいたします。

国民健康保険税 後期高齢者医療保険料

12月 12月２日（５期） 12月２日（４期）

上板町役場　税務課
☎088−694−6807

上板町役場　健康推進課
☎088−694−6810

　
口
座
振
替
の
方
は
、
12
月
２
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残

高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的

に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

「
貯
筋
」
の
た
め
の

運
動
教
室
を
開
催

　
●
募
集
対
象
者

　
40
歳
～
74
歳

●
募
集
人
数

　
20
名（
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
な
い
方
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
み
先

　
上
板
町
役
場　
健
康
推
進
課

　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）３
３
４
４

　
（
電
話
申
込
み
可
）

●
日
程

　
１
回
目　
令
和
６
年
11
月
25
日
㈪

　
２
回
目　
令
和
６
年
12
月
９
日
㈪

　
３
回
目　
令
和
６
年
12
月
23
日
㈪

　
４
回
目　
令
和
７
年
１
月
20
日
㈪

　
５
回
目　
令
和
７
年
１
月
27
日
㈪

　
６
回
目　
令
和
７
年
２
月
10
日
㈪

●
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所

　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

　
「
貯
筋
」
の
た
め
の
運
動
習
慣
を

付
け
る
。
脳
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
イ
ン
ボ
デ
ィ
ー
測
定
な
ど

　
固
焼
き
パ
ン
の
屋
根
、
ス
ポ
ン
ジ

や
ク
ッ
キ
ー
の
壁
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
の

窓
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
ド
ア
、
あ
ま

く
て
お
い
し
い
お
菓
子
の
家
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
読
み
聞
か
せ
も
あ

り
ま
す
。

●
日
時

　
12
月
14
日（
土
）
午
後
１
時
～

●
参
加
者

　
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
Ｏ
Ｋ

●
定
員

　
10
名
（
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。
先
着

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
電

話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

●
参
加
費

　
５
０
０
円

●
用
意
す
る
も
の

　
筆
記
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・

三
角
巾
・
お
持
ち
帰
り
用
の
箱

（
24
×
33
セ
ン
チ
位
）

●
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18
番
地
２

イ
ベ
ン
ト

ク
リ
ス
マ
ス
企
画

お
菓
子
の
家
を
作
ろ
う

～
夢
い
っ
ぱ
い
の
家
を
作
ろ
う
～
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上板町文化センター上板町文化センター ふれあい祭りふれあい祭り 令和６年11月16日（土）
9：00～15：00
上板町文化センター
☎０８８－６９４－３０２０
（雨天決行）

日時

場所開催目的

● お問い合わせ ●
マリッサとくしま
☎０８８－６５６－１００２
　 msc@marissa-tokushima.com

◆作品展◆ 主な行事内容9：00～15：00
●緑化推進用花苗配布
●お餅の配布
●女性の会による
　・「うどん」コーナー
　・「たこ焼き」コーナー
　11：00～13：00まで

吊し飾り
生け花
古典講座
折り紙教室

パッチワーク
書道教室

各先着200名様
受付にて無料引換券を
お配りします。
♧但し、時間内でもなく
　なり次第終了します。　

● お問い合わせ ●　　上板町文化センター　　☎０８８－６９４－３０２０

「ふれあい祭り」を開催することにより、人権啓発
の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティー
センターとして発展し、隣保館活動の活性化と福
祉の向上を図ることを目的として実施します。

【上板町×徳島県×マリッサとくしま】

【日時】 12月８日（日）令和６年
13時00分～16時00分
(受付 12時30分～)

【場所】四国霊場６番札所安楽寺
板野郡上板町引野字寺ノ西北８

『安楽寺！400年の伝統を感じ
　　　　　　荘厳な雰囲気の恋活』
『安楽寺！400年の伝統を感じ
　　　　　　荘厳な雰囲気の恋活』
～四国霊場６番札所安楽寺の心穏やかな恋活～～四国霊場６番札所安楽寺の心穏やかな恋活～

対象者　24歳～37歳の独身男女
参加費　未定

申込期限
11月26日（火）

♣ プラ板作りコーナー
好きなイラストや文字を描いて
オーブントースターで熱を加え
て作るクラフトです。
自分だけのオリジナルキーホル
ダーを作りましょう。
11：00～14：00まで

♣ 小・中学生にはお土産を準備しております。（先着 70名）

皆様のお越しを
お待ちしております
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出展団体、開始時間等が変更となる場合がありますので
ご了承ください。ご不明な点などにつきましては、下記
までお問い合わせください。

● お問い合わせ ●　　上板町文化協会事務局　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

芸能大会 バザー

一般社団法人
ジャパンブルー上板

うどん販売
11月23日(土)・24日(日）
農村婦人健康管理センター

展示等の部 （出展団体）

（出演団体） （参加団体）

23日（土）
10：30～

農村環境改善センター
２階多目的ホール
ステージ

24日（日）
11：00～

農村環境改善センター
１階

23日（土）
10：30～16：00
24日（日）
9：00～15：00

上板町商工会青年部

ラムネ早飲み
大会2024
11月24日（日）

受付　12:00～　 開始　13：00
農村環境改善センター
２階多目的ホール

あおばの郷 ･プレジールあおば　（一社）ジャパンブルー上板　上板町華道連盟
上板町更生保護女性会　上板町公民館書道講座　上板町消費者協会　上板町食生活改善推進協議会
上板町身体障害者会　上板町俳句講座　上板町ボランティア連絡協議会　上板町薬草協会　いけばな京花傳
上板町老人福祉センター講座（短歌・俳句・書道・陶芸）　つるしかざり教室　上板町社会福祉協議会
上板町手をつなぐ育成会　神宅小学校　東光小学校 松島小学校 高志小学校 上板中学校

上板町藍染研究会 上板町キラキラひろば・藍染め体験
・フラワーアレンジメント

よみきかせ

令和６年度　上板町文化祭

上板町中央公民館
農村環境改善センター
農村婦人健康管理センター

上板町中央公民館
農村環境改善センター
農村婦人健康管理センター

11月23日（土）
24日（日）

令和６年

主催　上板町文化協会　　共催　上板町・上板町教育委員会

11月23日（土）10：00～
農村環境改善センター　２階多目的ホール

開会式

上板町あじさいコーラス
上板町永扇会
上板町カラオケ三鳥会
上板町カラオケ連合会
上板町雁音流寿美歌会
上板町公民館日本舞踊講座
上板町消費者協会
上板町ファミリークラブ太極拳
上板町フラダンス講座
上板町老人会芸能部
吟道瑞祥流上板支部連合
乃木流吟剣詩舞道徳島県本部上板支部
雷童太鼓

上板町更生保護女性会
上板町商工会女性部
上板町母子福祉会
上板ライオンズクラブ
子育て支援ボランティア
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　クリスマスリースは、クリスマスの飾り付けにうってつけのアイテム。ツリー
のように場所もとらず、眺めて楽しめます。手作りリースに挑戦して、クリスマ
スを迎えましょう。

クリスマスリースを作ってみませんか？

お問い合わせ
技の館 ／（一社）ジャパンブルー上板
（〒771－1310　徳島県板野郡上板町泉谷字原東32番地4）
☎０８８－６３７－６５５５　FAX０８８－６３７－６５５４　

⬅
出店店舗は、技の館インスタ
でＵＰしていきます。 
詳しいお店情報は、インスタ
をチェックしてください！

⬅
詳細は、
技の館ＨＰ
をご確認く
ださい。

■日　時
　11月27日（水）　午後１時30分～
■申し込み締め切り
　11月22日（金）　午後５時まで
■材料代
　2,500円
■場所・お問い合わせ
　馬道会館　☎０８８－６９４－４８６８
　上板町西分字原渕18番地２

楽しいイベント盛りだくさんで家族みんなで楽しめるマルシェになっているので、是非遊びにきてくださいね！

「藍マルシェ」開催します！！

ハンドメイド作家さんのこだわりの可愛い＆おしゃれな
作品がたくさん出店予定。
ワークショップも多数開催します。
キッチンカ―もたくさんやってきます！
今回も、物販＆飲食で合わせて約60店舗が出店します。
欲しいモノがきっと見つかるはず！
他に、小さなお子様でも遊べる「子ども広場」も開催！

（10：30～15：00　参加料100円／曲）
今回、屋外にカラオケステージが登場します！
歌いたい方は、どなたでも参加ＯＫ！
当日、芝生中央ステージに直接お越しください。
予約が埋まり次第、終了となります。
ご希望の方は、早めにお越しください。

（参加無料、小学生までのお子様が対象。）
※年齢によって時間が分かれています。
未就学児　13時30分～、小学生　13時45分～
お菓子を入れる袋は、ご持参ください。

12：30～
どなたでも参加ＯＫ！
芝生中央ステージにお集まり
ください。

藍マルシェ恒例のお菓子投げも開催します！ 阿波踊りをみんなで踊ろう！

青空の下で美声を披露しませんか？

11月10日日
10時～15時 ※小雨決行

令和６年

「藍マルシェ」を開催します。
技の館開催（板野郡上板町泉谷字原東32番地４）
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震度７を
体験してみよう！

地震体験！

他にも楽しい
イベントがいっぱい！！
炊き出しも
あるよ！！

タイムスケジュール
■起震車　　　　11：00～13：45
■消防防災ヘリ※　14：00～14：45
■その他ブース　11：00～15：00
■炊き出し　　　12：00頃～
　（カレー・焼きそば）＊なくなり次第終了＊
※グラウンド内は散水のため、ぬかるんで
　います。ご注意ください。

防災士に災害時に役立つことを
教えてもらおう！

防災士！

日時 11月30日
11：00～15：00 雨天決行
上板町ファミリースポーツ公園

土

フェスタフェスタフェスタフェスタ
2024202420242024

かみいたかみいたかみいたかみいた

防災防災防災防災

● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　　☎０８８－６９４－６８２４

防災ヘリ防災ヘリ

令和６年

がやってくる！！がやってくる！！

パトカー
や

　　消防車も
　　　　来

るよ！

教えて
！

大好評！

入場無料!!

見て
！体験し

て！学ぶ！
見て
！体験し

て！学ぶ！
見て
！体験し

て！学ぶ！
見て
！体験し

て！学ぶ！

（駐車場：さくら保育所）
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上板町の和太鼓集団「雷童」による、元気いっぱ
いの迫力ある和太鼓演奏をお届けします！

美馬市無形文化財三味線餅つき保存会うだつによる
ステージ！つきたてのお餅を先着２００名の皆さま
に配布します！（※お1人様1パック限り）

9:00〜17:30

SNDプロジェクトのサポータ—登録（無料！）をいただ
いた方に無料ガチャ1回分をプレゼント！QRコードから！海洋GX・DXに取り組む徳島県立小松島西高校によ

る独自開発の未利用魚商品の販売！アイゴのフィッ
シュカツを実演販売します！

☆上板町………………………藍染グッズなど、たくさんの商品をそろえてお待ちしています！
☆板野町………………………じまんの“焼き肉のたれ”のほか、特産品をそろえてお待ちしています！
☆徳島県高規格道路課………環瀬戸内海地域のグルメや特産品に関するパネルの展示等を行います！
☆徳島県南部総合県民局……ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）のグッズ配布等を行います！
☆一般社団法人そらの郷……千年のかくれんぼ物産ブランド、にし阿波ならではの食品や工芸品の販売等を行います！

TikTok と Instagram も
やってます！
ぜひアクセス！→

※雨天時は一部内容を変更する場合があります
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● お問い合わせ ●　上板町役場　企画防災課　☎０８８－６９４－６８２４

●お問い合わせ●
上板町役場　住民人権課
☎０８８－６９４－６８０９

お誕生おめでとう
（令和６年９月）

　農林水産省では、令和７年２月１日現在で「2025年農
林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、農林業の実態を明らかにし、国や都
道府県、市区町村はもちろん各方面にわたり、広く利用で
きる総合的な統計資料を得るための調査です。
　全国の農家や林家をはじめ、すべての農林業関係者を対
象に行われる『農林業の国勢調査』ともいうべきものです。
　皆様のお宅や会社等に調査員が調査に伺いましたら、ご
協力をお願いします。

統計調査にご協力ください
（2025年農林業センサス）

さくら保育所　運動会

小　林　尚　真 果　純
悠　乃 女の子（神宅）　ゆの

佐　藤　誠一郎 奈緒子
　詩 女の子（椎本）　うた

割　石　晃　次 未菜美
賢　叶 男の子（瀬部）　けんと

坂　本　賢　祐 志　歩
咲　茉 女の子（佐藤塚）　えま

募集種目 資　　格 受付期間 試　験　日 そ　の　他

自衛官候補生

18 ～ 33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月
の１日から起算して3ヶ月
に達する日の翌月の末日現
在、33歳に達してない者）

年間を通じて行っています。
詳細については、下記のお
問い合わせ先までご連絡く
ださい。

年間を通じて行っています。
詳細については、下記のお問
い合わせ先までご連絡くださ
い。

試験会場
海上自衛隊
徳島航空基地内
（松茂町）

高等工科学校
15歳以上17歳未満の者
（平成20年４月２日から平
成22年４月１日までの間
に生まれた者の男子）

令和６年10月１日～
令和７年１月16日まで

１次試験
　令和７年１月25日
２次試験
　令和７年２月13日～ 16日
　※２次試験日については、い

ずれか１日を指定されます。

試験会場
海上自衛隊
徳島航空基地内
（松茂町）

お問い合わせ先　自衛隊鳴門地域事務所（☎０８８－６８５－５３０６）
　　　　　　　　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
※鳴門地域事務所では随時説明会を実施していますのでご予約頂ければ24時間対応いたします。

自 衛 官 等 採 用 案 内
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■
発
行
と
編
集
／
徳
島
県
板
野
郡
上
板
町
役
場
　
上
板
町
広
報
編
集
委
員
会
　
☎
088 −

694 −
6824 　

令
和
６
年
11月

１
日
発
行

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ント
を
採
用
し
て
い
ま
す
。


